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税
金
・
保
険
・
年
金

11
月
・
12
月
は
市
税
徴
収
強
化

月
間
で
す

問 

納
税
課

☎  

内
線
２
３
１
５
・
２
３
１
８

　

浦
添
市
で
は
、
11
月
と
12
月
を

「
市
税
徴
収
強
化
月
間
」
と
し
、
滞

納
者
に
対
し
て
沖
縄
県
と
共
に
市

税
の
徴
収
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
住
み
良
い
浦
添
市
を
つ

く
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
市
税
を
滞
納
す
る
と
…　
　
　

①チ

延
滞
金
・
督
促
状

　

法
律
の
定
め
に
よ
り
延
滞
金
の

加
算
や
、
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

以
降
は
延
滞
金
と
督
促
手
数
料
１

０
０
円
を
本
税
と
合
わ
せ
て
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②チ

納
付
の
呼
び
か
け

　

う
っ
か
り
忘
れ
や
、
何
ら
か
の

事
情
か
ら
納
付
で
き
な
か
っ
た
場

合
を
考
慮
し
、
文
書
・
電
話
な
ど
か

ら
、
自
主
納
付
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
す
。

③チ

滞
納
処
分
の
実
施

　

納
税
の
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
相
談
・
納
付
が
な
い
場
合
は
、

地
方
税
法
・
国
税
徴
収
法
の
規
定
に

よ
り
、
や
む
を
得
ず
滞
納
処
分
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
財
産
調
査

　

金
融
機
関
・
勤
務
先
・
取
引
先
な

ど
に
対
し
て
、
照
会
・
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

●
差
押
え

　

土
地
、
建
物
、
預
貯
金
、
給
与
、

生
命
保
険
、
自
動
車
、
動
産
な
ど

の
差
押
え
を
実
施
し
ま
す
。

※
差
押
え
に
伴
い
、
自
動
車
の
ミ

ラ
ー
ズ
ロ
ッ
ク（
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
）

を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
換
価
・
充
当

　

差
押
え
財
産
の
公
売
、
差
押
え

た
債
権
の
現
金
化
を
行
い
、
滞
納

税
へ
充
当
し
ま
す
。
滞
納
処
分
は
、

滞
納
税
が
な
く
な
る
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。

■
市
税
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
毎
年
自

動
的
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ

ま
す
。（
口
座
解
約
な
ど
を
除
く
）

■
事
情
が
あ
る
場
合
は
相
談
を

　

病
気
や
災
害
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
か
ら
期
限
内
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
納
税
の
猶
予
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
等
封
筒
の
広
告

主
募
集

問 

市
民
税
課

☎  

内
線
２
２
１
１

１チ　

広
告
掲
載
場
所

平
成
31
年
度
に
発
送
の
浦
添
市
納

税
通
知
書（
市
県
民
税
・
軽
自
動
車

税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険

税
）
封
筒
裏
面
約
12
万
４
千
通（
縦

６
㎝
×
横
８
㎝
）

２　

広
告
料
の
最
低
募
集
価
格チ

　

８
万
６
８
０
０
円（
税
別
）

３　

募
集
方
法

「
申
込
書
」「
広
告
原
稿
」
等
の
提

出
を
求
め
ま
す
。

４　

募
集
期
間

11
月
１
日（
木
）
～
20
日（
火
）
午

後
５
時
ま
で（
必
着
）

ƝẐᲩ⢡᮪ሤᵱ
ଖᵺǽ౺؞˩ܝ
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ね
ん
き
ん
月
間
お
よ
び
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト

問 

市
民
課

☎  

内
線
３
１
１
１
〜
３
１
１
６

■
11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

　

厚
生
労
働
省
と
日
本
年
金
機
構

は
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

11
月
30
日
を
「
年
金
の
日
」
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
将
来

の
生
活
設
計
な
ど
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？　

■
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
利
用

　

加
入
状
況
や
将
来
も
ら
え
る
年

金
試
算
額
は
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で

確
認
で
き
ま
す
。（
日
本
年
金
機
構

ƝఞྍǗǺΒǕ⅋ؔ⟥ǽɧɱʀɂɵɋȷ

　国民健康保険の被保険者数は年々減少傾向にありますが、被保険者一
人当たりの医療費は年々増加傾向にあります。平成 29 年度の一人当たり
医療費は32万 7168 円となっており、平成 25年度と比較すると、５万５５
８円増加しています。

　年代別では、25歳頃から糖尿病や高血圧症、脂質異常症などの生活習慣
病が増え始め、30歳以降に心筋梗塞、脳内出血、脳梗塞、腎不全や大腸が
ん、肺がんなど、生活習慣病が原因と言われている病気が増加しています。
　病気の予防には、日頃からの健康管理が大切です。特定健診・がん検診
を受けて今の健康状態を知り、食生活の見直しや禁煙、適度な運動を心掛
け、健康長寿を目指しましょう。

国民健康保険一人当たり

ක≮⾌ߣߥߓ࡯ߢ߇㨨ん㧋
　国民健康保険の被保険者数は年々減少傾向にありますが、被保険者一

平成29年度 年代別 1人当り医療費

費
用
額
（
円
）

国民健康保険課 給付係（内線 3715・3716）
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国保1人当たり医療費
1
人
当
た
り
費
用
額
（
円
）

年
間
平
均
被
保
険
者
数
（
人
）
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費用額

税
を
考
え
る
週
間

問 

北
那
覇
税
務
署

☎  

（
８
７
７
）
１
３
２
４

　

毎
年
11
月
11
日
～
17
日
を「
税
を

考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
集
中
的

に
様
々
な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
の
テ
ー

マ
は「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」
と
し
、

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

広
報

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報

③
講
演
会
の
実
施
や
関
係
民
間
団

体
等
と
の
連
携

④
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
利
用
し
た
申
告
・
納
税
手
続
な

ど
へ
の
国
税
庁
の
取
組

⑤
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
向

け
た
国
税
庁
の
取
組

年
末
調
整
説
明
会

問 

北
那
覇
税
務
署

☎  

（
８
７
７
）
１
３
２
４

　

年
末
調
整
お
よ
び
法
定
調
書
等

の
作
成
の
仕
方
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
20
日（
火
）　

午
前
10

時
～
午
後
０
時
30
分

場
所　

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
劇
場
棟

　

な
お
、
年
末
調
整
の
仕
方
は
、

北
那
覇
税
務
署
へ
問
い
合
わ
せ
ま

た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。Ɲ年቉☈ᄏ

月曜日～金曜日10時55分～“FM21”76.8MHzでラジオ広報「浦添市役所だより」絶賛放送中！！

で
の
ご
利
用
登
録
が
必
要
）
ま
た
、

自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え

な
い
場
合
は
、
市
役
所
で
も
確
認

が
で
き
ま
す
。（
本
人
確
認
書
類
と

印
鑑
が
必
要
で
す
。）

農
業
者
の
皆
さ
ん
老
後
の
備
え

は
万
全
で
す
か
？

問 

産
業
振
興
課

☎  

内
線
３
１
６
３

問 

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
浦
添
支
店
組

合
員
課

☎  

（
８
７
８
）
６
５
５
２

　

農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者

の
老
後
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向

上
を
図
り
、
農
業
従
事
者
の
確
保
を

目
的
に
し
た
制
度
で
す
。
こ
の
年
金

は
農
業
者
だ
け
が
加
入
で
き
ま
す
。

●
少
子
高
齢
化
に
強
い
積
立
方
式

の
確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。

●
保
険
料
額
は
生
活
設
計
に
合
わ

せ
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。（
月
額

２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
の
間
で
、

千
円
単
位
）

●
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
保
証
。

●
公
的
年
金
の
た
め
、
支
払
っ
た

保
険
料
は
税
申
告
の
際
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
が
で
き
有
利
で
す
。

●
農
業
者
へ
の
手
厚
い
政
策
支
援

が
あ
り
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

人
は
支
払
保
険
料
に
国
庫
補
助
が

あ
り
ま
す
。

【
加
入
要
件
】

●
年
齢 

20
歳
以
上
60
歳
未
満
。

●
国
民
年
金
要
件　

国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
同
年

金
の
付
加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
。

●
農
業
従
事
上
の
要
件　

年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

「
市
民
便
利
帳
」
の
発
行

問 

国
際
交
流
課

☎  

内
線
２
６
１
３
・
２
６
１
４

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で「
浦

添
市　

市
民
便
利
帳
」
を
発
行
し

配
布
し
ま
す
。

　

市
民
便
利
帳
は
、
行
政
情
報
を

軸
に
市
の
歴
史
・
文
化
・
観
光
、
防

災
、
医
療
機
関
の
情
報
な
ど
、
生

活
に
密
着
す
る
き
め
細
か
い
情
報

が
掲
載
さ
れ
た
全
１
０
4
ペ
ー
ジ

の
情
報
誌
で
す
。

配
布
期
間　

11
月
中

※
地
域
に
よ
っ
て
配
布
時
期
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

配
布
先　

市
内
す
べ
て
の
世
帯
お

よ
び
転
入
世
帯

費
用　

無
料

資
源
ご
み
分
別
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
正
し
い
出
し
方

問 

環
境
保
全
課

☎  

内
線
３
２
１
２

　

浦
添
市
で
は
資
源
ご
み
分
別
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
に

お
い
て
分
別
・
排
出
ル
ー
ル
が
守
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
び
ん
に
ふ
た

が
付
い
た
ま
ま
出
さ
れ
た
場
合
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
一
つ
一
つ

取
り
外
す
と
い
う
大
変
な
作
業
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
中
に
異
物
が
入
っ
て
い
る
と
、

再
資
源
化
で
き
な
い
と
い
う
理
由

で
、
再
生
業
者
が
引
き
取
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
中
を
空
で
出

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

資
源
ゴ
ミ
の
出
し
方　

資
源
ゴ
ミ

の
容
器
類
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
び
ん
・
缶
で
す
。

出
し
方　

ふ
た
を
と
り
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
燃
え
る
ご
み
、
金
属
は

燃
え
な
い
ご
み
へ
）
、
ラ
ベ
ル
を

外
し
、
中
を
水
で
す
す
い
で
か
ら
、

ま
と
め
て
容
器（
カ
ゴ
・
バ
ケ
ツ
な

ど
）
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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【問い合わせ先】
環境保全課（内線 3218）

■服装等…帽子・長袖・長ズボン・長靴でご参加ください。草刈り鎌をお持ちの人は、ご持参ください。
■駐車場…浦西中学校運動場の一部、遊歩道

ボランティアしてみませんか？第17回

牧港川クリーンアップ作戦
　牧港川クリーンアップ作戦は、市民・事業者・民間団体および行政が「協働」して
清掃活動を行うものです。活動をとおして広く市民に牧港川の現状を知ってもら
い、みんなに親しまれる川にするために実施します。前回（平成 28 年度）の開催で
は、301 人ものみなさんの参加がありました。今年も、多くの市民のみなさんのご参
加をお待ちしています。地域の川は、地域で守っていきましょう！みんなの力で、牧港
川に清流を取り戻しましょう！

11月18日（日）　午前9時～午前11時頃期 日

場 所

※中止の場合は11月16日（金）の午後 3時頃までにホームページでお知らせします。

牧港川上流域（浦西中学校周辺）※下図参照

牧港川クリーンアップ
作戦実施エリア

▲
宜
野
湾
市

前
田・首
里
▼

浦西団地▶

●
当山小学校

◀浦添城跡・当山の石畳へ

牧港川

集合場所
浦西中学校
体育館裏

当山の石畳

県
道
2
4
1
号

※車でのご来場は正門からご入場ください。また、駐車場には
　限りがありますので、できるだけ乗り合わせでご来場ください。




